



Essay on Pluralistic Self-assessment of Career Education Ⅲ 




2016 年度第 4 学期に多元的自己評価測定を行い、その結果からキャリア教育における教育
効果測定には、多元的自己評価が有効であるという検証を試みた。
この多元的自己評価を活用して、2017 年度にも同じ 2 つの授業科目へ同様の教育効果測










科目を対象に多元的自己評価の具体化を進めてきた。2016 年度には、第 4 学期（2016 年
12 月から 2017 年 2 月）に開講した 2 つの授業科目について評価測定を実施し、多元的自
己評価方法の有効性も検討することができた。
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２．2017 年度第 4 学期における多元的自己評価結果 
（１）キャリア形成授業科目における評価結果
2017 年度第 4 学期（同上）に開講した「キャリア形成Ⅰ―コミュニケーション力に磨きを
かける」及び「キャリア形成Ⅲ―企業を知り、業界を知る」の 2 つの授業科目を 2016
年度に引き続き、多元的自己評価を行った。
各授業科目は、いずれも 60 分を 1 回として、全 15 回のカリキュラムで構成されている。






【Before 回答数：76 名／After 回答数：76 名】 
Q1．受講後のあなたの知識や技能等について自己評価をしてください（教育目標領域） 
質 問 項 目 
よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない まったくあてはまらない
1 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝとは何かを明確に理解している ＋26 ＋6 －32 ±0 
2 他者とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝに高い意欲を持っている ＋34 －18 －16 ±0 
3 他者との適切なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを取ることができる ＋13 ＋9 －22 ±0 
4 常に思考しながらｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを取ることができる ＋21 －4 －18 ＋1 
5 他者の思いを共感的に理解することができる ＋23 －12 －11 ±0 
6 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを取った後にふり返ることができる ＋19 －5 －12 －2 
Q2．受講後のあなたの資質・能力について自己評価してください（非認知能力領域） 
質 問 項 目 
よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない まったくあてはまらない
1 他者とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝをとる力 ＋14 ＋15 －29 ±0 
2 他者とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを改善する力 ＋23 －4 －18 －1 
3 他者と折り合いを付けながら協調する力 ＋25 －12 －13 ±0 
4 自分や周囲にある問題を発見する力 ＋16 ＋5 －21 ±0 
5 問題を解決するためのプランを立てる力 ＋12 ＋14 －24 －2 
6 問題解決に向けて行動できる力 ＋12 ＋1 －12 －1 
7 将来に向けてのビジョンを描く力 ＋9 ＋13 －19 －3 
8 社会人になるために着実に準備する力 ＋7 ＋20 －26 －1 
9 自ら考えて行動し、活動や労働に臨む力 ＋16 ＋4 －19 －1 
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Q3．受講後のあなたの授業での意欲や姿勢を自己評価してください（意欲・姿勢） 
質 問 項 目 
よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない まったくあてはまらない
1 本授業科目に意欲や期待感を持つことができた ＋24 －20 －4 ±0 
2 受講時に意欲的な姿勢で取り組むことができた ＋24 －21 －3 ±0 
3 予復習・課題に意欲的に取り組むことができた ＋17 －11 －6 ±0 
ⅱ）キャリア形成Ⅲ―企業を知り、業界を知る 
【Before 回答数：80 名／After 回答数：80 名】  
Q1．受講後のあなたの知識や技能等について自己評価をしてください（教育目標領域） 
質 問 項 目 
よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない まったくあてはまらない
1 自分自身の中で働く意義を明確に持っている ＋1 ＋12 －14 ＋1
2 社会や仕事に向かう上で高い意欲を持っている ＋5 ＋15 －20 ±0 
3 将来就きたい業種や職種を明確に決めている ＋3 －2 ±0 －1 
4 多様な業種や職種に幅広く興味を持っている ＋15 ＋3 －17 －1 
5 多様な業種や職種についての知識を持っている ＋2 ＋17 －7 －12 
6 多様な業種や職種について積極的に調べている ＋2 ＋17 －5 －14 
Q2．受講後のあなたの資質・能力について自己評価してください（非認知能力領域） 
質 問 項 目 
よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない まったくあてはまらない
1 他者とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝをとる力 ＋6 ＋3 －6 －3 
2 他者とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを改善する力 ＋5 ＋4 －6 －3 
3 他者と折り合いを付けながら協調する力 ＋8 －8 ＋1 －1 
4 自分や周囲にある問題を発見する力 ＋14 －6 －7 －1 
5 問題を解決するためのプランを立てる力 ＋7 －1 －4 －2 
6 問題解決に向けて行動できる力 ＋6 ＋7 －15 ＋2 
7 将来に向けてのビジョンを描く力 ＋4 ＋15 －13 －6 
8 社会人になるために着実に準備する力 ＋8 ＋12 －17 －3 
9 自ら考えて行動し、活動や労働に臨む力 ＋6 ＋2 －7 －1 
Q3．受講後のあなたの授業での意欲や姿勢を自己評価してください（意欲・姿勢） 
質 問 項 目 
よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない まったくあてはまらない
1 本授業科目に意欲や期待感を持つことができた ＋23 －17 －4 －2 
2 受講時に意欲的な姿勢で取り組むことができた ＋13 －8 －3 －2 
3 予復習・課題に意欲的に取り組むことができた ＋15 －4 －7 －4 









1 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝとは何かを明確に理解している ＋32 －32 
2 他者とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝに高い意欲を持っている ＋16 －16 
3 他者との適切なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを取ることができる ＋22 －22 
4 常に思考しながらｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを取ることができる ＋17 －17 
5 他者の思いを共感的に理解することができる ＋11 －11 




1 他者とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝをとる力 ＋29 －29 
2 他者とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを改善する力 ＋19 －19 
3 他者と折り合いを付けながら協調する力 ＋13 －13 
4 自分や周囲にある問題を発見する力 ＋21 －21 
5 問題を解決するためのプランを立てる力 ＋26 －26 
6 問題解決に向けて行動できる力 ＋13 －13 
7 将来に向けてのビジョンを描く力 ＋22 －22 
8 社会人になるために着実に準備する力 ＋27 －27 




1 本授業科目に意欲や期待感を持つことができた ＋4 －4 
2 受講時に意欲的な姿勢で取り組むことができた ＋3 －3 
3 予復習・課題に意欲的に取り組むことができた ＋6 －6 




1 自分自身の中で働く意義を明確に持っている ＋13 －13 
2 社会や仕事に向かう上で高い意欲を持っている ＋20 －20 
3 将来就きたい業種や職種を明確に決めている ＋1 －1 
4 多様な業種や職種に幅広く興味を持っている ＋18 －17 
5 多様な業種や職種についての知識を持っている ＋19 －19 




1 他者とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝをとる力 ＋9 －9 
2 他者とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを改善する力 ＋9 －9 
3 他者と折り合いを付けながら協調する力 ±0 ±0 
4 自分や周囲にある問題を発見する力 ＋8 －8 
5 問題を解決するためのプランを立てる力 ＋6 －6 
6 問題解決に向けて行動できる力 ＋13 －13 
7 将来に向けてのビジョンを描く力 ＋19 －19 
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8 社会人になるために着実に準備する力 ＋20 －20 




1 本授業科目に意欲や期待感を持つことができた ＋6 －6 
2 受講時に意欲的な姿勢で取り組むことができた ＋5 －5 





キャリア形成Ⅰの受講者数について、2016 年度と 2017 年度の Before と After ごとに
下表のように整理をした。
Before After 増減
2016 年度  75 74 －1 
2017 年度  76 76 ±0 
増減 ＋1 ＋2 
このように、2017 年度の受講者数は 2016 年度と比較すると、Before で 1 名、After で
2 名の増加はあったものの、大幅な n 数の差異はなかった。  
その上で、Before から After の中で移行した肯定的な評価数について、年度ごとの数値
を比較するための表ならびにグラフを下に示した。




1 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝとは何かを明確に理解している ＋26 ＋32 
2 他者とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝに高い意欲を持っている ＋14 ＋16 
3 他者との適切なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを取ることができる ＋27 ＋22 
4 常に思考しながらｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを取ることができる ＋29 ＋17 
5 他者の思いを共感的に理解することができる ＋12 ＋11 




7 他者とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝをとる力 ＋25 ＋29 
8 他者とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを改善する力 ＋29 ＋19 
9 他者と折り合いを付けながら協調する力 ＋16 ＋13 
10 自分や周囲にある問題を発見する力 ＋15 ＋21 
11 問題を解決するためのプランを立てる力 ＋23 ＋26 
12 問題解決に向けて行動できる力 ＋27 ＋13 
13 将来に向けてのビジョンを描く力 ＋19 ＋22 
14 社会人になるために着実に準備する力 ＋22 ＋27 
15 自ら考えて行動し、活動や労働に臨む力 ＋18 ＋20 
Q3．受講後のあなたの授
業での意欲や姿勢を自己
16 本授業科目に意欲や期待感を持つことができた ＋7 ＋4 
17 受講時に意欲的な姿勢で取り組むことができた ＋3 ＋3 
評価してください 18 予復習・課題に意欲的に取り組むことができた ＋14 ＋6 































1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18
系列1
系列2
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（３）キャリア形成Ⅲにおける前年度との比較 
同様に、キャリア形成Ⅲの受講者数についても、2016 年度と 2017 年度の Before と After
ごとに下表のように整理をした。
Before After 増減
2016 年度  74 70 －4 
2017 年度  80 80 ±0 
増減 ＋6 ＋10 
このように、2017 年度の受講者数は 2016 年度と比較すると、Before で 6 名、After で
10 名の増加があり、先ほどのキャリア形成Ⅰと比べると n 数に差異が見られる。  
この差異を踏まえた上で、上表に示した Before から After の中で移行した肯定的な評価
数について年度ごとの数値を比較するための表ならびにグラフを下に示した。




1 自分自身の中で働く意義を明確に持っている ＋6 ＋13 
2 社会や仕事に向かう上で高い意欲を持っている ＋8 ＋20 
3 将来就きたい業種や職種を明確に決めている ＋5 ＋1 
4 多様な業種や職種に幅広く興味を持っている ＋13 ＋18 
5 多様な業種や職種についての知識を持っている ＋7 ＋19 




7 他者とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝをとる力 ＋11 ＋9 
8 他者とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを改善する力 ＋12 ＋9 
9 他者と折り合いを付けながら協調する力 ＋6 ±0 
10 自分や周囲にある問題を発見する力 －4 ＋8 
11 問題を解決するためのプランを立てる力 ＋5 ＋6 
12 問題解決に向けて行動できる力 ＋7 ＋13 
13 将来に向けてのビジョンを描く力 ＋9 ＋19 
14 社会人になるために着実に準備する力 ＋9 ＋20 




16 本授業科目に意欲や期待感を持つことができた －2 ＋6 
17 受講時に意欲的な姿勢で取り組むことができた ＋1 ＋5 
18 予復習・課題に意欲的に取り組むことができた ＋4 ＋11 

















年度の受講者は約 80％が 1 年生であるのに対し、2017 年度の受講者は約 80％が 2・3 年
生であった。受講する学生の学年（1 年生と 2 年生以上）が逆転現象を起こしたことで、
上述のような明確な差異が生じたと考えられる。
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系列1
系列2
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